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現代ギリシア語との対照による
アルバニア語の前置調 ne，mbi， teの機能の研究

井浦伊知郎

O.序

アルパニア語の前置詞 nel )，mbi， teは、空間内に於ける対象物と基準点

(面)の位置関係、を示す。本稿では、この 3種類の前置詞が示す空間内の位

置関係を比較し、その差異を考察する。その際、現代ギリシア語に於ける前

置詞σE，a 1f O の空間指示機能との対照を参考として分析する。

1. r内部」のdと「上方」の叫i

nーには、例 (01)の様に物体が静止した、或いは(移動の結果として)既に

そこにある「場所 (place) J を示す場合と、 例 (02)の様に物体がそこに向

かつて移動していく「着点 (goal) Jを示す場合とがある Zl。

(Ol)Banoj 旦iTirane. 

live-sg.l Tirana-acc.indef. 

「私はTiranal三住んでいる J (場所)

(02)Shkoj ne Tirane." 

go-sg.l 

「私はTiranaごと行く J (着点)

以下、本稿では「場所」の表示機能に重点を置いて考えを進めることにす

る。 r場所」の用法について、現代ギリシア語の前置詞σEを用いた表現を示

すと (03)の様になる。対照の為、アルパニア語の例 (04)を併記する。

(03) E [μαt 旦τo σπi τl. 

(川04)‘J川l

be-sg.l house-sg.acc.indef. 

「私は家にいる」

ところでこうした内容の場合、 「私」は「家」とどの様な位置関係にある
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のだろうか。アルパニア語の場合について言えば、話し手は家の「内部」に

いる(玄関や庭先でなく)と閲き手が判断する可能性が高い。

σεを用いた次の例 (05)では、 「本」が「机」の上に置かれている可能性も

あるし、引き出しの中にしまってある場合も考えられる。

(05)Tπa ρX E l E vα s l s入10 旦τo τpαπH，. 
「テープル豆よ」三本がある」または「テープル旦且1三本がある」

ところが例文 (03)と(04)に見られる σεとneのパラレルな対応を念頭に置い

て例文 (05)の内容をアルパニア語で書くと、その意味する位置関係はずれて

くる。

(06)Ka nje libu 旦!Ltryeze. 

have-sg.3 one book-sg.acc.indef. desk-sg.acc.indef. 

「机旦且」三本がある」‘}

r机旦よ1三本がある」

「本」が「机」の面の上に存在する(密着して置かれている)場合に、 ne

を使うと不自然である(少なくとも机のどこにあるかということは殴昧にな

る)刊。

「机の上(上面) Jを表す場合は、例 (07)の様に前置詞 mbiを用いる方が

適切である。

(07)Libri eshte ~主上 tryeze. 

「机旦よi三本がある」

さて、対象物「本」は、テーブルの上に密着して置かれているのが普通で

あるが、それでは、もし対象物が机やテープルから浮いて存在する様なもの

であるとすれば、どの様に表現されるだろうか。現代ギリシア語では、副詞

と前置詞を組み合わせた複合前置調を頻用する。次の 2組の例文は副詞 1l"avω

「上に」を伴う前置詞σEと α刊の例である。

(08)TπdρX E l i vα s l s λ10 πavω 旦τo τραπHl. 

「机旦よ1三本が(置いて)ある」

(09)TπaPXEl μL α λdμπα πavω 旦正iτo τpαπH，. 
=(09・)M，αλaμπα κP i μEταt πavω 旦王土 τo τραπHl. 
「机旦よ五1三ランプが(ぷらさがって)ある」

例 (09)の様に α刊が使われると、対象物が位置の基準点から離れて存在し
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ているものと理解される (Mackridge1985 及び 陥 1994)

次にその例 (09)をアルパニア語の文に書き換える場合は、 2通りの例が考

えられる。例(j0)は複合前置詞(アルパニア話でも副詞と前置詞の併用は日

常的である (Buchholz& Fiedler 1987)。 ただし本稿では繁雑を避ける為

基本的に単純前置詞を対象として扱う)、 (11)は単純前置認を用いたもので

ある。

(10) Llαmbα eshte per!!l主1..I 1 αr t !!l主1..tryeze. 

lamp-sg.no皿.def.

=(10' )Llαmba varet 
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hang-pas.sg.3 

「机旦よ立i三ランプが(ぶらさがって)ある」

(11) L 1 αmbαeshte mbi tryeze. 

「机旦j;J三ランプが(ぷらさがって/置いて)ある」

厳密に言えば、ランプが確実に机から離れているのは例文(10)の方で、例

(11 )の場合は「ランプが机の上に置かれている」可能性もある。もし mbiの

みの使用で「机の上面に接している」ことを明確に示すなら、次の様に動詞

を変えざるを得ない。

(12) L 1 αmba vihet E主上 tryeze. 

lay-pas.sg.3 

「机の上にランプが置かれている」

既に述べた様に例(11)の解釈は文脈に依存して両義的である。しかし同じ

mbiを用いても、普通の文脈なら例 (07)では本が机の面に接触していると考

えられる。

一方、次の例(13)では、状況から考えて皿biが明らかに基準となる面に接

触しない様な対象物を伴っている。これもまた現代ギリシア語の例(14)と対

照されたい。

(13)Fluturoi mbi det Iqytet." 

fly-aor.sg.3 over sea-sg.acc.indef. city-sg.acc.indef. 

(14 )口ετouσε π品vω 旦互主 τηv Baλασσα / π6入η，l 

r (飛行機は)海/町旦よ主飛んでいた」

以上の例文から、現代ギリシア語の前置詞σεと α吋が対象物と基準点との

「接触」らしきものの有無によって使い分けられている (στoτpα吋れでは
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対象物が『机の上国に接して、または内部に含まれて』存在し、 (πavω) 口 6

τραπHt では『机から離れて上方に』存在する)のに対し、アルパニア話の

前置詞凶と皿biは、接触の有無でなく、対象物に対する基準点(面)が、対

象物そのものを外部に対して閉ざされたものにするか否かによって使い分け

られる可能性を持っていると言える。こうした neを、次節で別の前置詞 teと

比較する。

2. r内部」の neと r_のところに」の te

アルパニア語の前置詞 teは r_のところに」という意味で、例(15)の様に

用いられる。

(15 )Qendrojne 

stay-pl.3 

よ旦 pregu shkolles. 

threshold-sg.no皿.def. school-sg.gen.def. 

「彼らは校門旦主i三1三いる」

この場合、 teの代わりにnるを用いた文は不自然、な文になる。前節で述べた

様に、 ne!ま具体的な位置関係に於いてもっぱら対象物が「内部 (inside) J 

にあることを示し、対象物を四方から包含・封鎖しない「門」の綾なものに

は使えない。もちろん門は『遮断』の機能を持つが、門に対するそれ以上の

意識(例えば、室内に閉じ込められている様な感覚)はない。もちろん基準

となる場所が、人を収容する施設、建造物やその集合体であれば、例(16)の

様にdでも問題はない。・}

(16 )Q五ndrojne

stay-pl.3 

ηe shkolle I universitet. 

school-sg.acc.indef. university-sg.acc.indef. 

「彼らは学校/大学(の建物または敷地内)1三いる」

例(15)の内容を現代ギリシア語で書けば、例(17)の様に σEを用いたものに

なる。

(17 )~τt κovται 旦τηvπopτατovσXOAdov. 

「彼らは校門旦与三五」三立っている」

先に見たneの様な「内部」への封鎖が意識されない限り、アルパニア語で

はteが用いられる。一方現代ギリシア語では、 teに相当する新たな前置詞が

ある訳ではなく(現代ギリシア語に於ける単純前置詞の数そのものが少ない

ことは言うまでもない)、 σεまたは複合前置詞(例えば κovτ品の併用)によ

ってこれを表す。
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また teは、対象物として示された人物が所属している(或いは日常的に、

所属すると考え得る) r場所」を示す。

(18)Isha 1旦 miqte.

be-impf. sg.1 friend-pl.nom. def. 

「私は友人達旦主玉三~三いた」

(友人の家でも、その他の待ち合わせ場所でもよい)

(19)Eja 1旦 gjyshjα1

come-i田p.sg.2 grandmother-sg.no皿.def.

「おばあちゃん旦よ三五」三おいで」

(とにかく発話の時点で『おばあちゃん』がいるところ)

(20)Vizitoj te mjeku." 

visit-sg.1 doctor-sg.no皿.def.

「私は医者旦よ三豆一ー(癒院λー診療ー既及どし主訪れる」

もしこれら 3つの例文中にある teを(特に σEとの連想で neに置き換える

と、 「体内にいる」とでも解釈せざるを得ない妙な内容になるだろう。つま

り、施設などを基準とする(16)などの例では明瞭でなかった「内部」への封

鎖、或いは内包という neの概念が、人聞を基準とする場合にはっきりと現れ

てくるのである。 dとteの用法は、 ( aε とα刊の様に)基準となる面に於け

る対象物の接触の有無というよりも、空間領域に於ける対象物の内包の有無

によって区別されていると考えられる。

3. r上方」の mbiと「垂直面」のne

英語の前置詞onは、 There is a book on the desk r机の上に本がある」

の様に水平な面の上に物体が存在している場合だけでなく、 There is a 

fly on the wall r飽が壁にとまっている」の様に「垂直面」を基準として

対象物が存在する場合にも用いられる。

1.で指摘した様に mbiは、基準点(面)が、対象物そのものを外部に対し

て開放している際に用いられる。それは一見したところでは英語のonに近い

点があるのだが、それでは mbiはonの様な機能を完全に果たし得るのだろう

か。

次の例(21 )と (22)はいずれも「壁」や「黒板」という垂直の面に写真や地

図をかけたり、字を書いたりする場面を表しているが、前置詞は mbiではな
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( 21 )丘~ mur kα dis α fotografi dhe 

wall-sg.acc.indef. have-sg.3 some photo-pl.acc.indef. and 

nfe harte. 

one 田ap-sg.acc. indef. 

「壁には数枚の写真と l枚の地図がある」

(21')Ngjiten d i s α fotografi dhe ηje harte 互旦 mur.

stick-aor.pI.3 

「彼らは壁に数枚の写真と l枚の地図を貼った」

(22)Mesuesi shkruαn ηe t αb e 1 e 

tea巴her-sg.nom.def. write-aor.pl.3 board-sg.acc.indef. 

me shkumes. 

with chalk-sg.acc.indef. 

「教師はチョークで黒板l三書いた」

また次の例(23)の場合、 「ノート」が「生徒」の前に広げられた水平な函

であり得る(机にノートを広げて置いた場合など)にも関わらず、前置詞は

mbiではない。

(23 )Nxenes it shkruajne 旦旦 fletore

pupil-pl.nom.def. write-pl.3 notebook-sg.acc.indef. 

me αps. 

with pen巴il-sg. acc. indef. 

「生徒逮は鉛筆でノート(:書く」

これらの場合、書き込むもの(例えば文字)や写真などが、ノートや黒板

や壁といった面の中に内包されているという心理が作用している可能性があ

る。心理的判断によって対象物の存在する領域を「内部」と判断するこうし

た傾向は、既に例(16)にも見ることができるが、例えば(21 )の場合、部屋の

中に入ってきた人物が「写真」や「地図」を壁に含まれた「部分」として見

ているとすれば、 n足が選択されることも考えられよう。以上のことから、 d

は必ずしも実際の「空間」における「内部」を指向するだけでなく、話し手

の心理に於いて「内部」と判断される限りに於いても選択されることがある

と言える。

4.結論

1.に於ける σε/α吋と ne/mbiの対照からわかる様に、 neは対象物を基準とな
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る領域の「内部」に包含する機能を持ち、一方 mbiは基準となる「面」の外

側に対象物が存在することを表現する。ただしdは、 σεの用法に見られる様

な対象物と基準の「接触」関係だけでなく、対象物が基準となる領域の「内

部」に存在することをも要求する。この点で、凶が表す位置関係の制約性は

σεのそれよりも強いと言える。

また mbiは α刊の用法に見られる様な基準面からの非接触を必ずしも意味

せず、基準面に接触して存在する対象物をも示すことができる。ただし、 3.

で見た様に mbiは単に面の外側ならどの方向でも含んでいる訳ではなく、あ

くまでも水平な基準面から垂直上方に存在する対象物の位置関係を示し、そ

の他の面に按する(或いは一定の距離をとって存在する)対象物の位置関係

については基本的に凶を用いる。

2.に於ける aElα吋と ne/teの対照の場合、例(15)や(17)に見られる様に、

teは対象物が基準点に対して「隣接(接触する、或いは近くにある) J して

いる場合だけでなく、対象物が基準となる空間の中にまで入り込んでいる場

合をも表すことができる。ただし例(18)や(19)の内容から考えると、たとえ

その様な位置関係であっても、 teを用いた表現には、対象物が内包されてし

まうという意識がなく、 「非内部JI D )とでも称すべき機能を持っている。

現代ギリシア語のσεが持つ機能は、アルパニア語では「内部」性の有無を基

準として凶と teに区分されていると言える。

te 
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註

1 )アルパニア語ではdとほとんど同じ窓味でmeという前置詞が用いられるこ

とがある。ただしその用法は慣用表現などに限定されていることが知られて

いる (Dodi 1990)ので、 本稿では特に問題としない。

2 )以後、本文で用いる「場所J r着点」などの術語は、次に示す様な空間付

接詞 (spatialadjunct)の分類によるものである(岡田 1985)。

a.場所 (place)

b.経路 (path)→1.限られた経路 (boundedpath) 

→起点 (source)/着点(goal) 

2.方向 (direction)

3.通過点(route) 

3 )例 (02)と逆に r_から」を示す場合は ngaを用いる。

Erdha R旦旦 Tirana.

come-aor. sg.1 

「私はTirana企主来たJ (起点)

このngaは動作の「起点」の意味では α刊の用法に対応するとも言えるが、

「上方」の位置関係を示す α刊の用法はむしろ mbiのそれに相当する。本文

の例(13)及び(14)を参照のこと。なおこの ngaと、本文で扱う teは、共に主

格をとる前置詞である (pernaska1991)。

4)neが用いられでも「机の中」とは限らない場合がある。例えば次の例の様

にtryezeが漠然と「食事の場」を意味する時にも neは用いられる。こうした

例は慣用表現にしばしば見られる。

u uZen 丘 tryeze.

set down-aor.med.pl.3 table-sg.acc.indef. 

「彼らは食卓ζついた J

5 )アルパニア語もギリシア語の様に複合前置詞を用いて、次の様に一層明確

に「机の中」を示すことができる。

Libri eshte brendα 旦旦 tryeze. 

inside 

にひ



「机の中に本がある」

ただしアルパニア詰では、こうした複合前置詞句の副詞と前置詞との文法

上の境界線が竣昧 (Buchholz & Fiedler 1987)で、副詞brendaのみを前置

詞として用いる場合がある。この際、後続する名詞は奪格となるが、意味は

全く同じである。

Libri eshte 主工旦旦且旦 tryezes. 

desk-sg. abl. def. 

6 )これが別の乗り物であれば、(13)とは異なる解釈が可能になる。

Tre ηi kalon mbi ure. 

train-sg.no田.def. pass-sg.3 bridge-sg.acc.indef. 

「列車が椅笠よ主通過する」

7 )本文の例 (14)を副詞吋vωなしで OEτOVOE 旦旦土 τηv8aλαcσα/πoAry.とすると、

「海/町から飛んだ」という意味で、動作の「起点」を表す内容になる。ア

ルパニア話で「起点」を示す場合は ngaを用いる(註3)の例参照)

8 )こうした凶と teの窓味上の差遣は、本文で考察対象としている「場所」の

表示に於いては明確だが、移動の「着点」や「目標」を示す際には必ずしも

明らかでない。例えば次の 2例の様に移動を表す文で、しかも副調derir_ 

まで」などを伴う時、その意味的差異はほとんど見られない。

Shkojne deri 旦旦 shkolle. 

go-pl.3 school-sg.acc.indef. 

Shkojne deri 1旦 shkolle.

「彼らは学校(の方向)へ行く」

日)vizitojは直接目的語をとることもできるが、その場合は意味が異なる。

E vizitoj mjekun. 

3sg.acc.visit-sg.1 doctor-sg.ac巴.def.

「私は(人物としての)医者を訪れる J (病院とは限らない)

現代ギリシア語 EH lσ吋πτoμαlr訪れる」の用法は次の様になる。

E πtσκE πτoμαt τo ylατρ(lατρdo). 

「私は医者(診療所)を訪れる」

-16一



もっともこうした差異は「人物」を対象物とした場合のみであって、次の

様な文では意味上の違いがないものと思われる。

Vizitoj nje spital 1 te spitali. 

visit-sg.l one hospital-sg.a巴巴.indef. hospital-sg.n口m.def.

「私は病院を訪れる」

10) これは単なる「外部」の概念とは必ずしも一致しない。

しかし例(15)の様に明らかに「門の外側」にいることが考えられる場合に

は、 r~ の外に」の意味の前置詞 jashtë を用いて書き換えても窓口未の相違は

ほとんどない。

Qendrojne 

stay-pl.3 

jashte pregut te shkolles. 

threshold-sg.abl.def. school-sg.gen.def. 

「彼らは校門旦且il!!!.l三いる」
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Zu Funktionen der albanischen Präpositionen ne, mbi, te 

im Vergleich mit dem Neugriechischen 

JURA Ichiro 

Die albanischen Präpositionen ne, mbi und te werden für Ausdrücke 

räumlicher Beziehungen benutzt. Dieser Aufsatz handelt von dem 

Bedeutungsunterschied zwischen diesen Präpositionen im Vergleich mit 

den neugriechischen Präpositionen aE und ano in Lokalbestimmung. 

Die neugriechische Präposition aE gibt an, daß ein Körper (oder 

ein Mensch) mit einem Bereich irgendwo in Berührung bleibt. 

Andererseits kann das Albanische ne nur innerhalb vom einem Bereich 

befindliche Körper anzeigen. 

Das Albanische mbi wird benutzt, wenn ein Körper oberhalb einer 

Fläche existiert. Allerdings bezeichnet mbi nicht nur, daß der 

Körper oben über der Fläche ohne Berührung bleibt, wie das 

Neugriechische ano, sondern auch, daß der Körper die Fläche berührt. 

Die Präpositionalgruppe mit mbi kann nur vertikal von der Fläche 

existierende Körper anzeigen, während für andere 

grundsätzlich die andere Präposition ne gebraucht wird. 

Richtungen 

Das Albanische te bezeichnet, daß ein Körper nahe bei einem 

Bereich ist. Manchmal bezeichnet te auch, daß der Körper innerhalb 

eines Bereiches existiert, aber trotzdem bedeutet das nicht, daß er 

darin eingeschlossen (enthalten) ist, wie bei neo Die Funktion des 

Neugriechischen GE in Lokalbestimmungen spaltet sich mit dem Krite­

rium "Innerlichkeit" in die Funktion von ne und in die andere 

Funktion von te im Albanischen. 
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